
◆まちのにぎわいの創出に資する交流の場及び市民が親しみを持てる憩いの場を提供することを目的として、
堺市市民交流広場（Minaさかい）を設置しているが（条例第1条）、2023（令和5）年5月に策定し
た「堺都心未来創造ビジョン」を踏まえて、居心地の良い人中心の空間の形成に向けて、市民交流広場に
おいて交流・滞在・賑わいを促す空間を創出する。

◆持続的な賑わいのある広場運営に向けて、営利行為等以外は無料としている使用料や（条例第5条）、
賑わいの創出に繋がりにくい1m2から使用できる貸出方法を見直す必要がある。

堺市市民交流広場条例改正案の概要
（指定管理者制度の導入及び使用料の見直し）

背景・趣旨

◆民間が持つノウハウや人材、ネットワーク等を活用し、様々な人が参加できる魅力的な交流イベントの誘致
や、気軽に憩える空間の創出等による日常利用の充実等をめざして、指定管理者制度を導入する。

◆持続可能な広場運営をめざし、営利行為等以外は無料としている使用料を有料化する。なお1m2あたり
の使用料10円は変更しない。

◆設置目的である人々の交流に繋がるイベント等を誘引するため、指定管理者の募集時に最小貸出面積の
設定やブロック貸等の貸出方法の提案を募り、一定規模の利用を促す。

改正案等の概要

今後の予定

2023（令和５）年11～12月 意見募集

2024（令和６）年１月 意見募集結果の公表、改正条例案へ反映

2024（令和６）年２月 改正条例案の議会提案

2025（令和７）年４月 改正条例施行（議決された場合） 1



Minaさかいのこれまでの利用状況

○利用件数

▸年間200～300回程度であり、年間を通じて概ね利用されている状況である。

▸開設当初、多くの方に利用いただき認知度を高めることを目的に、1㎡からの貸出や営利行為等以外は無料とし運営してきた結果、利

用件数は増加傾向にある。

○使われ方

▸平日は、マルシェ・野菜市など物品販売が定期的に実施され周辺住民等の来街、休日は、魅力的なイベントが実施されイベントを目的

とする市内外からの来街が見られる。

▸一方で、小規模利用による交流・賑わいに繋がりにくい利用や憩いの日常利用が見られない等の課題もみられる。

→広場の利用促進の目的は概ね達成しており、今後、更なる交流・憩いの空間を創出する利用に転換する。

○設置目的

（条例第1条） まちのにぎわいの創出に資する交流の場及び市民が親しみを持てる憩いの場を提供

○施設概要

（整備経過） 2015（H27） 堺地方合同庁舎前整備工事完了、堺市市民交流広場条例施行

2017（H29） 市役所前市民交流広場整備工事（第1工区）完了

2022（R4） 市役所前市民交流広場整備工事（第2工区）完了

（施設概要） 市役所前市民交流広場 約3400 m2 堺地方合同庁舎前広場 約1700 m2

（利用料金） 原則無料、営利行為等のみ10円/m2・日（1 m2から利用可能）

設置目的等

利用状況
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堺都心未来創造ビジョン（Minaさかい位置づけ）

○取組の方向性
▸クロスプレイス堺東～訪れる・働く・住む人など多様な目的の人が集い・交流するエリアへ～
▸広場・道路等の公共空間を活用し、交流・滞在を促す居心地の良い人中心の空間の形成
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○コアウォーカブルゾーン（大小路筋）の方向性
▸都市の貴重な大規模オープンスペースが持つ解放感を感じながら、家族や仲間でくつろいでいる
▸広場などはワクワクするイベント等が開催されている

○取組
▸Minaさかいで憩い・交流する空間を形成、Minaさかいの民間による運営（指定管理者制度等）

フェニーチェ堺

行政エリア

駅街区の
更新

商店街周辺の
機能更新

人の流れを誘導

魅力的な通りの
形成

Minaさかい

魅力的な店舗が
並ぶ通りの形成

連続立体
交差化

ウォーカブルパーク

駅街区の更新
・堺の顔となる商業、業務、
宿泊等の充実による多様な
目的の人が集う拠点の形成

瓦町公園周辺の更新
・商業・業務機能等の導入
（再開発事業等）

魅力を磨く

魅力的な通りの形成
・低未利用地等を活用し、歩き
やすく魅力的な通りの形成

商店街周辺の機能更新
・商業・業務機能等の更新
（リノベーション、規制緩和等に
よる共同建替等）

魅力を結ぶ

シンボリックなウォーカブルパーク
・自動運転技術と車道・歩道・
Minaさかいで憩い・交流する
空間を形成
・Minaさかいの民間による運営
（指定管理者制度等）

駅街区の更新（駅前広場等）
・鉄道の連続立体交差化
・ARTステーション
・東西の駅前広場一体利用
・駅前に憩いの空間形成
・デッキによる安全な移動空間

ARTステーション
東西駅前広場

魅力的な店舗が並ぶ通りの形成
・低未利用地等を活用し、商業
機能を充実

堺東駅

SMIプロジェクト
・次世代交通（ART）の導入
・次世代モビリティや自転車等の
多様なモードによる回遊性の
向上

瓦町公園
周辺の更新

堺都心未来創造ビジョン（堺東エリア）



Minaさかいの今後の方向性

民間活力導入
（指定管理者制度）

SMI（堺・モビリティ・
イノベーション）

プロジェクトとの連携
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背景

○堺都心未来創造ビジョン
▸ 「Minaさかいで憩い・交流する空間を形成、Minaさかいの民間による運営（指定管理者制度等）」
を位置づけており、その実現を図る必要がある

○利用件数は増加し、広場の認知度が向上

▸多くの方に利用いただき認知度を高めることを目的に、1㎡からの貸出や営利行為等以外は無料とし

運営してきた結果、利用件数は増加傾向にある

○交流・憩いの空間など様々な使い方による多様な来街の促進

▸これまで得られた広場の使い方に関する知見をもとに、更なる交流や憩いの空間など様々な使い方を

生み出し、多様な目的の来街を促進する必要がある

○魅力的な交流イベントの充実
▸民間が持つノウハウや人材、ネットワークを活用し、積極的なイベント誘致、また魅力的な交流イベント
充実により、来街を促進

○気軽に憩える日常利用の充実
▸民間が持つノウハウ・マンパワー等を活用し、憩いの設えを実施

○持続的な賑わいのある広場運営に向けた貸出方法の見直し
▸原則無料の使用料や1㎡からの貸出方法を見直し、持続的に賑わいを生み出す広場運営を実現

○ARTステーションを単なる駅ではない交流拠点へ
▸ステーションと道路空間と広場を一体的に捉え交流空間を創出

○ARTの特性を活用した未来の都市内空間「コアウォーカブルパーク」の形成
▸ ART自動運転＋車道＋広場＋歩道により大小路を人中心の空間へ



○広場使用の有料化
▸持続可能な広場運営をめざし、営利行為等以外は無料としている使用料を有料化する

○貸出単位の見直し
▸ １m2から利用できる貸出方法を見直し、貸出最小面積の設定やブロック単位での貸出により、交流を生む取組等を誘発

例） ▸平日は、最低利用規模を設定
指定管理者による新規利用者の発掘および既存利用者とのマッチングにより、ステップアップしながら利用規模の拡大を図る

▸休日は、区画割を設定し、一定規模の利用を促進

○民間のノウハウ・マンパワー等を活用し、憩いの設えや、集客企画と

連携した仕掛けなどを実施

→子育て世帯などの住んでいる人や働いている人の日常利用を促進

○民間の柔軟な発想や商業者等とのタッグにより、積極的なイベン

ト誘致、民間ノウハウを活用した使い方の質向上

→魅力的なイベントを誘致し、新規来街者等を獲得

魅力的な交流イベントの充実 気軽に憩える日常利用の充実（憩い交流空間）

民間の柔軟な発想のもとイベントが可能（例スイーツイベントなど）

持続的な賑わいのある広場運営に向けた貸出方法の見直し

子育て世帯が集い、リラックスする空間
（イメージ）

住んでいる・働いている人が憩う空間
（イメージ）

休日区画割
イメージ

市役所 合同庁舎

大小路筋

Minaさかいの今後の方向性
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